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言語 を母語 とする人々が英語 を媒介 として国際的なコ
ミュニケーションを世界規模で行っている現在、母語、
国籍、民族を超えてコミュニケーシ ョンを可能にする









識 した暗記、読解中心の授業に陥 りがちであった。 し
か し、英語が国際共通語 として使われている現在は、
英語教育のもう1つ の側面 として、英語 という一言語

































































































村 と平泉の実用論は共通 している。 しか し、両者 とも
英語教育とは切 り離 した ところでの教養的価値は認め
ている。それに対 し、教養派の福原と渡部に関しては、
学校教育以降の実用英語教育を別に考えることで実用
































































己に迫ってい く。 日頃か ら言語の切 り替えを頻繁 に経































などを借 り、対象児を1名 ずっ呼び出した。1日 目に
日本語で2日 目に英語でインタビューする対象児 と、
逆に、1日 目に英語で2日 目に日本語でインタビュー















またさらに、英語を使用 した時には 「ない」とい う
回答が多くなった。英語で 「Not}血ng.」や 「Idon'thave
any.」などと回答した幼児の中には、日本語で 「普通」















い」と回答 した場合 と、両言語で共に 「ない」 と回答
した場合が大半であった。判定は、前者は 「変化あり」
後者は 「変化な し」である。これは、否定的側面に限






















































































































化された母親ごとに抑 うっ検査 ・状態 一特性不安検





近 畿 在 住 の 生 後12ヶ 月児(男 児18名 、 女 児 重7名)と
そ の母 親35組 を 対 象 に 、2007年8月 中旬 か ら2007年
12月 上 旬 に か け て 実 施 した。
〈母 子 交 流 場 面 の 観 察 ・情 動 調 律 行 動 の 評 定 〉
母 子 の 自由 遊 び 場 面 を約15分 間VTR録 画 した 。15
分 間 の母 子 交 流 場 面 の うち 、5分 間 を抽 出 して 分 析 対
象 と し、 さ ら にそ の5分 間 を5秒 単位 で 区切 り、60コ
マ の分 析 単 位 と した 。 各60コ マ に つ い て 、金 谷 ・早 坂
(1996)や 青 木(1999)を 参 考 に 、 筆 者 が 本 研 究 用 に 独 自
に作 成 した 情 動 調 律 コ ー デ ィ ン グマ ニ ュ ア ル に 基 づ き
情 動 調 律行 動 の 評 定 を行 った。
〈母 親 要 因 ・子 ど も要 因 の 測 定 〉
母 親 の抑 うっ の 測 定 に は 日本 語 版 ベ ッ ク抑 うつ 尺 度
(BDI;BeckDepressionInventory)を、不 安 の 測 定 に
は 状 態 一特 性 不 安 検 査(STAI;STATE-T踏 工TANXIETY
INV[NTORY)の 日本 語 版 を 用 い た 。 ま た 、 情 動 特 性 の 測
定 にはDifferentialEmotionsScaleN(lzardetai.,1993)を
日本 語 訳 して 使 用 し、情 動知 覚傾 向 の 測 定 に は 、 情 緒
応 答 性 を具 体 的 、 経 験 的 に把 握 す る 目的 で 作 成 され た
IFEELPictures(lnfantFacialExpressionofEmotionsfrom
LookingatPictures)を 井 上ほx'(1990)が 日本 人 向 け に改
良 したJIFP(日 本 版IFEELPictures)を 使 用 した 。さ らに 、
子 ど も の気 質 の 測 定 で は 、子 ど もの 気 質 を調 査 す る1
～3歳 向 け の 質 問 紙ToddlerTemperamentScale(1978)の

































群 と比較 して、母親の特性不安が強く、 日常生活にお











の情動調律 を成立 させ る割合が相対的に低 く、子 ども








あるべきだ」という自身の意図が先行 して しまった り











と比較 して、母親の抑 うつ傾向が強 く、また子どもの
表情から「喜び」や 「自己主張」など反応の強い情動を読



















































































































式面で指摘 したのが 「時間性」である。 これは継時的
な展開とも表現され、文章が冒頭から順次に前文が後
文を うみだす過程であると述べている。また内容面の
特質として 「思惟性」を指摘 している、 これは、文章
が 「素材」の概念化 とその陳述表現 とが連続する思考
の過程であることを意味 している。語や文が 「思考過







批判は2点 ある。第1に 、時枝がB頭 を偏重し結尾に
言及 していない点である。 この批判は、書き手の表現














関連 しているとい う指摘がある。 しかし、単に感化主
義を否定するために言及されなくなったとは考えにく
い。時枝は、文章を 「思考過程」 とみて、それを理解




















































































そ して1980年 代以降は、子ども ・青年が彼らの発達に
おいていかに 「具体的全体性」としての認識力を獲得
していくかにっいて、「学びと教え」とい う角度から論































科外における人格の教育の過程 とを対(っ い)と して
一50一
構想 していることがわかる。教科教育は認識 と技能の
教育の過程 であ り、その教科指導(教 授活動)は 当該
教科の体系に従って展開 され るべきものであるとい う
のが70年 代竹内の主張であった。
引き続き第二章において、竹内の教科教育論におけ












に働きかけてい く教材が必要 とされ る。到達 目標 とし
ての学力が、生徒の具体的な思考や行動を動員させる











対 して竹内は以下のよ うな課題を提起 している。 「す
ぐれた教材文化を介 して生徒の教材に対する技能的、
感情的なはた らきかけを組織 し、それ と結び付けて知
的認識を指導 していく」。諸学力を、からだを軸として
獲得 させてい くこと、教科内容の本質(お もしろさ)
を明確におさえ、教材の体系に沿うことによってそれ





















































































































































































































「母 」世代 か ら見 た 「祖 母一 母一娘 」
三代 の 関係性
一 イメージ画とインタビューを通 して一










































0イ メージ画によって勘 痢 た物語とインタビ
ューによって語 られた物語の関連を見る。




歳)を 持つ、母親世代71名(平 均年齢48.80歳)。 調査
用紙は計312部 配布 し、回収率22.8%で あった。
1-3.調 査内容 調査用紙は、フェイスシー トとイメー
ジ画用紙(娘 が幼いとき/現 在/未 来の3枚)か らな
る。イメージ画の部分では、やまだ(1988)・ 西山(2007)
を参考に、[娘 さんが幼いときの、あなたとあなたのお
母 さん ・娘さんの3人 の関係 をイメージ して、絵に描
いてください。説明をつけ加えてください。」「現在の、




匿]]イ メージ画を娘が幼いとき/現 在/未 来の3つ
の時期にわけ、三者の位置関係や距離感 といった構図
的特徴によって分類 した。
匿 ヨ協力者一人ひとりの3枚 のイメージ画を 「娘が






















(1)録 音資料をもとに、語 り内容を逐語化 したプロ ト
コルを作成。(2)各 協力者のプロ トコルを精読 し、ラ
イフコース概略図を作成。(3)イ メージ画の説明に関
する語 りを抜き出 し、実際の絵との関連を見た。語 り
の主語や話題の中心人物は誰か、にも着目した。
N結 果 ・考 察





典型例 を示 して構図配置の持つ意味を考察 していった。
H.《2十1関 係》では、一組 となる二者の組合 せに
着目し、その時間的変化を見た。その結果、娘が幼い















「娘が幼い とき/現 在/未 来」の3枚 のイメージ画を
一連の物語 と捉え、中年期のテーマである 「ケアJに
特に着 目して分析 した。その結果、世代間のケアの方





























か、とい う問いは今後の課題 として残 された。
V総 合考察
随]の 《2+1関 係》や 《並ぶ関係》で見られた組
合せや並び順の変化は、囲 のケアの視点を絡めて
捉えなおすと、娘が幼いときには 「子育て」 とい う営
みにより母 と娘の結びつ きが強まるのに対 し、未来に
















































































藤の大部分を占めるとされるが(e.g.本 郷 ・杉山 ・玉
井,1989)、遊びの継続性を考慮 し、ウレタン製のはめ絵
パズル(総 数24枚 ・各種絵柄が抜き ・はめ可能で3次
元に組み立ても可能なもの)、電車セ ット(先 頭車両と
ほか3両 ・木製のレール)、ディズニーキャラクターの
積み木セッ ト(キ ャラクターは1体 のみ)、 おままごと




する意味 もあ り、複数場面の設定を計画 した。実施さ
れたのは、①母親 ときょうだいの三者 による遊び場面
②母親一長子の遊び場面(傍 らに次子)③ 母親一次子
の遊び場面(傍 らに長子)④ きょうだい2者 の遊び














い う三者間 とした場合にはまず長子 と次子において対
人葛藤が生ず る可能性が高く、 したがってエピソー ド
として抽出する際の起点 となりうる。そこで、特に次












































フ ラ ンス の バ カ ロ レア試 験 に関す る
一考 察
中等教育修 了認定試験 と しての側面
に焦点をあてて















力を問 う大学入学資格試験 としての側面ではなく、 リ
セ修了段階の教育 目標への到達度を評価す る中等教育




められ る1能 力」 という二つの側面か ら構成 されるも
のとして用いる。
バカ ロレア試験に関す る日本やフランスの先行研究
では、評価の対象である リセ修了段階の教育 目標 とし
てどのような学力が想定され、それが どのような評価
方法で捉えられているかという、教育 目標 と評価方法
の関係 を問 う目標 ・評価論の観点からの検討は十分に
なされていない。 しかし、この観点か らバカロレア試









対応 した1985年 創設の職業バカロレア試験とい う3種
類のバカロレア試験の うち、普通バカロレア試験に限













よる採点の調整 とい うモデレーションを、主に リセ教


















































































































高 校 英語 科 教 育 に 求 め られ て い る英
語 力 と評価 の 問題
コミュニケーシ ョン能 力に焦点をあ
てて











学習指導要領案では、4技 能(リ ーディング ・リス




























































































































































E.S.s.に お けるス ピー チの評 価方 法
奥 野 靖 典(OKLJNOYasunori)
本論文の 目的は、スピーチとい う英語スピーキング
学習における評価のあり方を検討するものであった。

















































































人間には他者の感情を共有 したり理解 した りす る共





















































によっても泣 くことが多い」である。男性 では 「共感
的関心」 と泣き尺度の 「自己の実現 ・揺らぎ」「自己の




情を見るのがいやで自分まで泣 いて しま うことが多
い」について、仮説① と同じく男性においては仮説が
証明された。 「親 しい人が他の人に理解 してもらえな
かったところを目の当たりに した、またはその話を聞































































































メ デ ィア ・リテ ラ シー 教 育 の あ り方
をめ ぐって
L.マ スターマ ンとD.バ ッキンガムの
比較検討
杉 本 祥 吾(SUG-MOTOShogo)
近年、インターネッ トの普及をは じめとする本格的
な情報化社会が到来する中で、メデ ィアからの情報を



















教育が、メディアテクス トの審美的価値を 職 別」す









































































そのために、第1章 では1946年 から1950年 まで、第2章























































































関する科学的 ・普遍的な概念 ・法則 ・原理 ・技術」3
を授業で教え、一方、「文芸研」は、「認識論に基づ
く 『認識の方法』(観点 ・比較 ・順序 ・変化 ・類別 ・















































1藤 原幸男 「文学教育における教材解釈 と発問の関係一
向山 ・西郷論争を中心に」琉球大学図書紀要編集委員








イ ギ リ ス に お け るLanguage
























低迷からきた ものであったことを示 した。 さらに言語
教育の低迷 という危機意識か ら起こった1言 語への気
















ン トを学び、自ら選択する能力を養 うことで 「言語へ
の気づき」を発達させる役割も果たしていると言える。
そ して母国語 と外国語 とい う枠組みを越 えて、言語を
提供 したLAア プローチは、母国語教育と外国語教育を
結ぶ橋渡 しの役割をしていることを明らかにした。
これ らの議論を通 して、LAア プローチの意義は以 下
の三点にまとめられる。第一に母国語、外国語に関ら




























「学 力低 下論 争」 に関す る 一考 察
一 一学力格差の視点から一
橋本 直也(HASHIMOTONaoya)

































習内容の柔軟化」 と 「挙校の多様化」 とい う二種類の


















そ して第二節では 「学習内容の柔軟化」 と個人間格


























M.M,ク レイ の リー デ ィング ・リカバ リー ・
プ ログ ラムに関す る検討
羽山 裕子(..Yuko)
リーディング ・リカバ リー ・プ ログラム(Reading
RecoveryProgranune:以 下、 り一ディング ・リカバ
リー)と は、読み書きに困難を抱える児童への個別
指導プログラムであ り、ニュー ジーラン ドの教育学
者 であるMMク レイ(Clay,M.M:1926-2007)に
よって1970年 代半ばに開発 された ものである。プロ
グラムでは、読み書きの指導を受 け始めてか ら1年
経 っ た時 点 で 「観察 に基づ く検査(Observation
Survey)」 が行われ、同学年の下位20%に 含まれた
児童に対 して、1日30分 の個別指導が通常授業 と並




識 を尊重 しつつ進められていることが示 され、それ
を可能にす るためには レッスン内における教師によ
る観察が重要であることが明 らかにされた。一方、
指 導の開始点に当たる 「観察に基づ く検査」につい
ては、診断項 目を列挙す るにとどまってお り、その
具体的様相や レッスン とのつなが りについて分析 し
た ものは見当たらなかった。 しか し、他の診断や指
導法に対する批判 からは、 クレイが 「診断は指導内
容の選択につながるべきものである」 とい う問題意
識 を有 していたことが うかがえる。そこで本稿では、
リーデ ィング ・リカバ リーにおける 「観察に基づ く
検 査」と指導 のっなが りを検討 し、彼女の問題意識
が どのように解決され よ うとしていたのかを考察 し
た。
まず第1章 では、プ ログラム開発前のクレイの問
題 意識 を、アメ リカにお ける学習障害の診断、お よ





















































福 山 寛 志(FUKUYAMAHiroshi)
本論文の目的は、乳幼児を対象に、他者 との経験の















































関する刺激(タ ーゲット)以 外に普通のや り取 りの中


















児が、自分だけ ・相手だけではない 「私たち」 とい う
他者 と共有された主体を理解することによって、 自分
の興味ある対象を他者 と分かち合お うとする行動をよ






ボ ー ト競 技 に お け る裏 方 たちの語 り
サポー トスタッフのチーム内での位
置づけと原動力































分析する中で、6名 の語 りは 「『位置づけ』に関する













































































齢者 と比べ 、それ以上 に積極的に、元気に活躍、チ
ャレンジしている70歳 以上の4人 の高齢者 に対 して、





















菅原(2007)、川野(2004)に よれ ば、日本 においては、
S㏄ モデルのよ うなメタモデル を背景に した研究
は見当た らない し、その他のプロセスに注 目した研
究 も見当たらないと指摘 している。そのため、本研
究は、実際にどのように 「老い」への適応 をしている
かを取 り上げた ことに意義がある。 しか し、「老い」
に対する適応にっいて、身体的な活動に限定 したこ
と、事例が少なかったこと、高齢期をひ とまとめに
して しまい多様性 を捉 えることが難 しい ことなど限
界があった。今後の課題 として、 さまざまな活動を
している高齢者を調査すること、年齢 区分 を細かく
して調査することな どが必要である。 さらに、 この
モデルに当てはまらない部分について、今後研究を
展開 してい くことで、より明 らかにしていくことが
課題となった。
4結 果 ・考 察
調査協力者は、高齢期に入っても、以前から続け
てきていた山登りやソフトボールなどを続けていた。
一73一
